
 

■はじめに 

夏野菜の最盛期も終盤を迎え、そろそろ秋冬野菜の準備が始まる時期です。 

ＩＰＭ（総合的病害虫・雑草管理）の実践により、環境への負荷や作業者の健康リスク

を軽減し、持続可能な農業生産を行いましょう。 

■トピックス  

大阪・関西万博における「持続可能性に配慮した調達コード（第２版）」が公表されました。 

このうち、「持続可能性に配慮した農産物の調達基準」では、ＧＡＰ認証農産物が 
調達基準の要件への適合度が高い農産物として位置づけられています。  

<要件> 

農産物の生産にあたり、以下の点について、生産される国や地域における 

関係法令等に照らして適正な措置が講じられていること 

① 食材の安全を確保 

② 周辺環境や生態系と調和のとれた農業生産活動を確保 

③ 作業者の労働安全を確保 

④ 作業者の人権保護を確保 

 

<要件への適合度が高い農産物> 

 

 

 

 

 

 

 

■ＧＡＰでの重要な視点（「GAPをする」ことと、「GAP認証をとる」ことの違い） 

GAPをする 行為 農業者がGAP（活動または取組)を自ら実施すること 

GAP認証をとる 証明 GAPの取組を第三者が審査し、証明すること 

⚫ まずは、農場に潜むリスクを洗い出し、改善に向けて自ら考え実践してみましょう。 

1. GLOBALG.A.P.、ASIAGAP、JGAP認証を受けて生産された農産物 

博覧会協会が認める認証スキームによる認証を受けて生産された農産物 

2. １の農産物以外を必要とする場合は、「国際水準GAPガイドライン」に準拠

した GAP に基づき生産され、都道府県等公的機関による第三者の確認を

受けている農産物 

3. １、２の農産物以外を必要とする場合は、環境負荷の低減に取り組むことに

ついて公的機関等による第三者の確認を受けて生産された農産物 



⚫ つぎに、これまで GAP に取り組んできた農場、産地については、第三者の認証を得

て「取組を見える化」するなど、GAPの取組をステップアップしていきましょう。 

※ 第三者の視点で農場を客観的に見ることで、新たな視点での気づき、リスクの

発見が期待できます。 

 

●IPM（総合的病害虫・雑草管理）の実践とは？ 

経済性を考慮しつつ病害虫・雑草の発生増加を抑えるため、適切な防除手段を総合的

に講じるものです。 

 

 

 

 

 

<事例紹介> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作物残渣の除去 
抵抗性品種 

（接木苗）の利用 

③介入作業 

 

②観察・判断 

 

 

① 予防的措置 

 病害虫・雑草の発生 

しにくい環境を整える 

防除の要否やタイミング

を判断する 

多様な防除手段から適切

な方法を選び講じる 

発生状況の観察 

リスクの低い農薬への転換 

ローテーション散布 

土壌の排水性改善 

ほ場の除草（雑草管理） 

天敵、微生物農薬等の活用 

入口、ハウスサイド

に防虫ネットの設置 

病害虫発生予察情報の確認 


